
 

 

 

 

 

就任のご挨拶 

場長 佐藤 将 

本年４月１日付で場長を

拝命しました佐藤です。平成

元年採用の初任地が当場養

殖課で、この間、水産課６年

と水産海洋研究所２年以外

は内水面水産試験場で過ご

させていただきました。その

中でも錦鯉関係は養殖課・病理環境課と通算で 25年

になりました。これまで関係者の皆様には大変お世

話になりましたし、今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。 

錦鯉の仕事が長かった私は、出身が小千谷市です。

実家は養鯉業ではありませんが、父には親戚関係や

仕事関係の知り合いに養鯉業の方がいたので、私が

こどもの頃から父を頼って四国・香川県から錦鯉を

毎年買いに来る方々がいらっしゃり、自分自身も近

所で開催される錦鯉品評会を見に行くなど、錦鯉は

とても身近な存在でした。 

祖父の影響で小学生の頃から川釣りが趣味の私は、

大学進学では水産系に進むことを考えておりました。

現在のように情報入手が容易ではなく、大学研究室

でどんな研究をしているかなどほとんどわからない

時代、共通一次試験（死語ですね）の成績や二次試

験の関係、また四国には知り合いがいるということ

で、高知大学に進むこととなります。大学では漠然

と魚や水産の勉強ができれば…と思っていましたが、

錦鯉それも自分が水産系大学進学の動機の一つとな

った「不妊魚や全雌魚」の研究をしている先生がい

らっしゃり、「錦鯉の雌性発生（雌の遺伝子だけで発

生させる）」を卒業論文テーマとしました。この研究

は内水試でも続けることができましたが、なかなか

目に見えた形で研究成果を出すことができず、もど

かしい思いをしておりました。 

ここまで長い時間が経過してしまいましたが、最

近は NTT 東日本・東京農工大学の協力を得て、関連

研究が進展してきておりますので、近いうちに成果

をご披露できるものと思います。 

さきほど川釣りが趣味と書いたように、春から秋

口は渓流魚ルアーとアユ釣りで川に入っており、県

庁水産関係職員内では一、二の釣行回数と思ってい

ます。以前、本紙コラムにも書いたことがありまし

たが、「資源にやさしい釣り」を実践していますので、

大した釣果はあげられておりません。これを機会に、

よく行く近所の川だけでなく、県内各地の川も訪れ

てみたいものです。いろいろな現場を見て歩き、行

政・研究者としてだけでなく、遊漁者目線でも業務

に当たっていきたいと考えております。 

昨年の本紙で、米山前場長が「小学生の頃、佐梨

川で魚突きをした」話を書かれていました。私も祖

父のところ（六日町・八海山のふもと）でそんな経

験がありましたが、先日会議でご一緒した魚沼市役

所の方（ニジマス養殖業者さんの同級生とか）も同

様だったそうで、近所の小河川には一人で行っても、

魚野川には複数人で行ったとか…。 

今のご時世、「よい子は川で遊びません」的な看板

を目にすることもありますが、我々「もと川ガキ」

からすると少し残念に思います。「大人と一緒に行く、

川に入るのはひざ下まで」など、危険がないように

遊んでもらうことは大前提ですが、多くのこどもに

川で魚や生き物と触れ合ってもらいたいと願ってや

みません。そうした環境を残していけるよう、我々

も調査研究を通じ貢献していきたいと考えています。 

厳しい県財政や限られたマンパワーで、できるこ

とは多くはないかもしれませんが、お困りごとがご

ざいましたら、ぜひご相談ください。皆様と一緒に

考えていきたいと思います。
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新潟エリアの錦鯉産業の振興を目的とした連携協定 

養殖課 課長 唐木沢 秀之  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携協定締結式 

左から、宮崎新潟県錦鯉協議会長、花角新潟県知事、 

德山 NTT 東日本新潟支店長（当時） 

 

新潟県は、NTT 東日本新潟支店及び一般社団法人

新潟県錦鯉協議会と、ICT を活用した情報発信や養

鯉業の DX を進め新潟県産錦鯉のブランド価値を高

めることにより、更なる産業振興につなげ新潟エリ

アの地域活性化を図ることを目的に、令和５年 10月

16 日に連携協定を締結しました。この連携協定に基

づく当場の取組をご紹介します。 

 

１．錦鯉の生産性向上に向けた技術開発 

（１）AI を活用した雌雄判別技術開発 

錦鯉は、大きく成長し、ふ

くよかな体型となる雌の価

値が高いのですが、成熟す

るまで雌雄判別ができない

のが現状です。そこで錦鯉

の画像をAIに学習させて早

期に雌雄を判別する技術の

開発に取り組んでいます。 

（２）ICT を活用した鳥獣被害対策 

近年、野池に設置した自動給餌機の餌を狙ったク

マの被害が増えています。給餌機を壊されるだけで

なく、池に落ちた大量の餌が水質を悪化させたり、

人への被害も懸念されるため、NTT 東日本の通信技

術を活用して、クマの被害を軽減することができな

いか検討をはじめています。 

 

２．錦鯉の国内外の知名度向上のため、ブランド推

進に向けた情報発信 

新潟県錦鯉協議会公式チャンネルで、錦鯉の生産

現場や品評会などについての動画配信に協力してい

ます。 

 

３．錦鯉産業の振興を通じた地域活性化 

 錦鯉発祥の地であり、有数の生産地でもある新潟

を PR するために、オンライン授業や展示錦鯉の贈

呈をしています。 

● 令和６年２月 鶴ヶ島市立藤小学校(埼玉県) 

● 令和６年４月 長岡市立宮内小学校(新潟県) 

 

４．その他 

 NTT 東日本が錦鯉のカードゲームを作ってくだ

さいました。錦鯉の品種をおしゃれにデザインした

カードで、トランプの神経衰弱のように遊ぶことで、

たくさんある錦鯉の品種を学習することができるゲ

ームになっています。 

 近日発売予定ですので、見かけたら是非手に取っ

てご覧ください。 

 

てのひら錦鯉 
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県内河川におけるエドワジエラ・イクタルリ感染症の発生 
病理環境課 研究員 角川 響子

１．国内での発生状況 

2007 年夏、国内複数県の河川でアユの大量死が報

告されました。死亡したアユを検査した結果、大量

死の原因はエドワジエラ・イクタルリ感染症と判明

しました。これが本感染症の国内での初報告となっ

ています。翌年実施された調査により、複数の都道

府県で原因菌である Edwardsiella ictaluri を体内に保

菌するアユが確認され、その後河川に生息するアユ

において本疾病の発生が散見されるようになりまし

た。これまで県内では発生が報告されていませんで

したが、昨年の夏に県内河川においてエドワジエラ・

イクタルリ感染症の初報告がありました。 

 

２．エドワジエラ・イクタルリ感染症とは 

エドワジエラ・イクタルリ感染症とは、グラム陰

性短桿菌の E.ictaluri を原因菌とする疾病です。眼球

突出、体表の点状出血等が典型症状として見られま

す（図）。エドワジエラ・イクタルリ感染症が発生す

ると、発生水域におけるアユの資源量減少に加え、

弱ったアユはおとりアユを追わなくなるため友釣り

の釣果が悪くなるといわれており、内水面遊漁に及

ぼす影響が問題となっています。また、本症は夏か

ら秋にかけて、河川の継続的な高水温が確認された

際に発生しやすいことが知られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 エドワジエラ・イクタルリ感染症を発症した

アユ。体表の点状出血が見られる。 

 

３．近年の猛暑によるリスク 

 昨年は記録的な猛暑であり、それに伴い河川の水

量減少も見られました。河川の水量が減少すると継

続的な高水温が起こりやすく、さらに水温の日較差

（１日の最高水温と最低水温の差）が大きくなりま

す。実は、水温の日較差が大きくなるとエドワジエ

ラ・イクタルリ感染症によるアユの死亡率が上昇す

ることが知られています。つまり、近年の猛暑は本

疾病の発生要因が重なる危険な状況を引き起こして

いるのです。 

 

４．被害低減に向けて 

 保菌魚を放流した河川においてエドワジエラ・イ

クタルリ感染症が発生した事例も見られることか

ら、当場は水産振興協会と協力し放流前種苗の保菌

検査を毎年行い、フリー種苗放流に取り組んでいま

す。また同様の理由から、他河川からのおとりアユ

持ち込みも控えることが大切です。 

猛暑を防ぐことは不可能ですが、少しでも被害を

減らすため漁協をはじめ皆様方には、高水温期の異

常なへい死に注意いただき、異常を発見しましたら

当場または水産課内水面係までご連絡いただきます

ようご協力をお願いします。 

 

参考文献 

日本水産資源保護協会.2019. 魚類防疫技術書 河川 

におけるアユのエドワジエラ・イクタルリ感染症 
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アユの成魚放流試験について 
資源課 研究員 梅田 樹

近年、アユの友釣りで昔ほどたくさんの釣果が得

られないとの声が遊漁者から聞かれており、それに

対応するため一部の漁協では「成魚放流」を行って

います。 

通常のアユ種苗放流は、５～６月上旬に全長約 10 

cm の大きさで人工種苗（以下、「通常魚」という。）

を放流しますが、成魚放流は友釣り解禁直前の６月

中旬頃に全長約 15 cm の大きさで放流する大型種苗

（以下、「成魚」という。）の放流です。成魚放流を

行うことで遊漁者に友釣り期間の初期に大型個体を

釣ってもらい（図１）、それによる集客効果を狙い、

取組を行っています。 

当場では、放流魚に占める効果的な成魚の割合、

すなわちどの程度の量の成魚を放流すれば良いのか

を明らかにするため、令和４年度から五十嵐川と魚

野川で試験を行っています。ここでは五十嵐川での

試験経過を報告します。 

試験は、放流魚に占める効果的な成魚の割合（成

魚/（通常魚＋成魚））を調べるために、成魚の割合

を約６～７％として６月中旬に約 3,000 尾の成魚を

放流しました。その後、６～９月にかけて、釣獲調

査や遊漁者へのアンケート調査を行い、成魚の釣れ

具合を見ていきました。 

調査結果については、図２のとおりです。友釣り

解禁直後から、成魚が釣れはじめ７月上～中旬に成

魚の割合が約 20％となり最大となりました。その後、

時間の経過に伴い減少傾向となり、８月中旬以降は

成魚はほとんど釣れなくなりました。 

成魚放流は、主に県外産の種苗を放流しています

が、天然魚との交雑の可能性もあることから、産卵

期（９月下旬～11 月下旬）までにできる限り、釣り

切れる量を放流する必要があります。今回の試験で

は令和４、５年度ともに産卵期前の９月上旬までに

はほとんど成魚が釣れなくなったことから、適切な

放流量であったのではないかと考えています。 

令和６年度は、成魚の割合を約 10％とし試験を実

施しておりますので、これまでの結果と合わせて適

切な放流量を明らかとし、効果的な成魚放流方法を

確立したいと考えています。また、成魚放流は通常

の種苗放流と比べて 1 尾当たりの種苗単価が高いこ

とからコストがかかります（約４倍）。今後はコスト

についても考慮し、集客効果との関係も踏まえ、研

究を進めていきたいと思います。 

 

図１ 友釣り期間の初期に釣獲された通常魚
（上）と成魚（下） 

図２ 天然魚、放流魚（通常魚・成魚）の推定釣
獲尾数と成魚の割合（濃色） 

   ※ｎは推定釣獲尾数、赤線は放流時の成魚
の割合（成魚/（通常魚＋成魚）） 
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落とし物から探るカワウの食べ物 

  魚沼支場 主任研究員 伊藤 陽人  

 

 皆さんの多くは、カワウをご存じかと思います。

1970年代までは珍しい鳥でしたが、1990年代以降に

急増し、各地の湖沼河川で漁業被害を起こすように

なってしまったため、被害実態の把握を目的に、カ

ワウがどんな魚を食べているか胃内容物調査を行う

ことになりました。しかし、これを行うにはカワウ

を捕獲する必要があります。彼らは50m以内に近付く

と飛び立ってしまうため、銃器による捕獲も簡単に

はいきません。加えて、胃内容物は消化されかけて

いるため魚種の判別も専門的な知識を要します。そ

こで、近年注目されている環境DNAの技術を利用し

てカワウの落とし物、フンから彼らが食べた魚の種

類を判別することを試みました。この方法は青森県

で既に実施されていることから、それを参考に信濃

川河畔の十日町市小根岸コロニーで昨年６月から10

月まで月１回の調査を行いました。 

実際の調査では、採取前日にカワウの巣の下に農

業用マルチを敷設します（図１）。翌朝マルチ上に

落ちているフンのうち、なるべく新しそうな黒い部

分を回収します。実験室に戻ったら抽出キットを用

いてDNAを取り出します。得られたDNAはカワウの

物が大半であるため、まず魚のDNAのみを増幅して

そこから種類の解析を行います。その結果、32魚種

が検出され、カワウの繁殖期である６～８月にかけ

ては上流域の魚（アカザ、アブラハヤ、タカハヤ、

オオヨシノボリ、カジカ類、カワヤツメ、ヤマメ、

ニジマス）を主体に食べ、９月以降は中流から下流

域の魚（上記以外）が主体になることがわかりまし

た（図２）。検出魚種は同時に行われた胃内容物調

査の結果と矛盾がなく、フンからの調査も有効と思

われました。一方、漁業被害の中心となるアユやマ

ス類が含まれる割合は少なく、最大の月でも5.8%、

24.9%でした。これは実態を反映した結果なのか、何

らかの影響で検出できなかったのか今後も調査を継

続して明らかにしたいと考えています。
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図２ 各調査月に出現した生息地別の魚種割合 図１ フン採取のためにマルチを敷設 

40 年前、魚沼市の出先機関で働いていたご縁があり、魚沼支場を訪れる度に当時を

懐かしく思い出します。市街地は整備が進み、昔の面影は遠くなりましたが、越 

後三山を擁する大自然のパノラマは変わらずそこに在り、四季折々に移ろう自然の豊かな表情にい

つも圧倒されます。道すがら、堀之内の愛らしいピンク色のスカシユリの看板を見かけると特産品

として花開かせようと活気に満ち溢れていた往時の職場を昨日のことのように思い出します。その

光景が美味で名高い「魚沼美雪ます」を始めとした冷水魚の生産技術研究が進められている魚沼支

場の現在に重なります。清らかに流れる魚野川沿いを走りながら冷水魚の増々（マスマス）の振興

に思いを馳せ、心からのエールを送っています。（あまちゃん記） 

 
水声魚語 


